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連測値の整理 i二就て (1) 

卒 砦 節 f航海漣用車教室皆)

ON THE TREATl¥-l'ENT O];~ 引rccF.SSIVE Oß~ERV I-:D AL~rTFl了DESm 

Tak!l.shi HIRAIWA 

(Facul古yt，r Fishemi印活由kka'迅，QcU凶，vti-rsity.).

In the e包囲eof the observatiOIT of出e!l:lilitttd曹 ofa h倒veFl'~ 加 fy:泌 sea，地eeXlld vil.lue 

ior aItHind'e is se'idom att商，incd'Oy one ahscrv:rtion， and needS'剖，cces電ive柏崎 itbeing affected 

by vari()\~s cl古川崎B・
The altituJe of n. heav<mly body varies accordingもocircumstances，一一-namelァ， time fI!l'ld 

pln.ce. 

The deもerminati-叩 ofa shlp's position is necessary and impJrtn.ut for deducing mos官 re!in.-

ble n.ltitude ]r倒'九 seriesof日everain.ltitwl'es observed: successively. 

For the above pu宅pose，the altitudes n.七 differentInstimts n.nd poaitIons must， be :reduced 

fore or back to the n.ltitudes at the sn.me instr.ut and position. 

τne nomograpb uIlcTer一一一il1u日tmted叫neIo good for止esimpTifI<mtion of七heabove 
operation. 

And thU8，もhen.rithmetic men.u of n. series ofもh08ereullc巴a~~1!伝mdes is gen創 aIlyconsiιJ 

Cf'ed'to be the most reTil1ble rdtitl1de a七n.nァinstantn.nd po批10n.

階上に於て天腫蹴測をなすに際し、舶躍動揺其の他c事由のために唯1回の離測によって]r;，磁'な自立

が得られるとは限らない。そのために蓮測による平均高度採用をwと考へる者である。それではその
平均植は如何にして求めむるかピ問題であるが、私は此等異れる1観測時刻に於ける概測値を同一時刻
に於げo毛のに修正しその相加千均値を探らんとする者である。

叉惜位決定には最少限二本の位置¢綿を必要とするDであるが一人の観測者によって同時に二以上

の鶴灘を君主すととは不可能であって符って三本以上の位置の棋は如何に微小量たりと雄も縛位せざる

限努J 鱈陀舎さ宏い0'とD場合tz:於ても同一時刻に於ける裏目iR1l他に修正するならばよりよき精度が得

動議支をきは自明の理であ7.);.':

高富普段緯度、7)f;'緯‘時角の億円ご主勺て左右されるの?あうて、 Lsf:itude，Decllnf¥tioU， H0'ul"寝ngle
が償'r主主答1餐化 à1; dct- dh;を f.r:'1"~ をはそれと画数開僚はわる altitud:e' も亦徴:"J •• えまる轡ftd地をた
?韓である。夫等心間には;dns=' rtJSAi¥dl+cosxdd-'-cdsI.s-h.tA dhなお関係式が存立サ:50 と包に:

d'i!;¥陰極〈小なるたあ之を省略ずるも差支えtiいοC()日A..，dl.D値は cosA と況によるとと論を使'k:.

為め慮であり dl如針路強力陪iるCと明白にじて、l 之が計算は cllの五mit，.が-:-....0'般に tV... :.!J~ ~考

~，~主:;，'\を以て叩môgritplr 阻Jí !).~Iサ・なる槽度部得らオt.且つ最も簡思マあおと思幡やる者t?'~ちるι
持活者 ~lh. による dâ でlあるが dもは dt， dL;:dEi ハ Ic 主り膨響されるDで夫帯側々~挽で蒐忍陀一般

..;;;..(封フ」占



にそり彰響最大なるは dもによるも.のである。例へば Z が 55
0

，1が 10'1.主る場合 10T:i-間の高度理

化は2'にも建するのである@従って離別j間隙が如何に僅小なりと臨も等闘に附ずるととなく必歩考慮

しなければならないと思ふ。 dLは針路速力により dEは批によるのであって特にI52.遮舶鉱測間隙

D大なる場合に考慮。要大なるも白‘であるが dEによる dn.は月以外D天植に於ては告略するも何等

差支ないと思ふ.

以上漣ペた各要素を求め各観測高度に修正するととにより完全に同一時刻によるも0が得らる、韓

であるa 同一天睡の連測に於てその修正値は完全に一致ナる筈‘であるが、各拡測時のH犬況により多少
の差あるは売れ得えにいどころであって各値を同等に確らしいとの仮定の許にその相1m千均値を以て所

要高度とするのである との比較により自己の観測技術の程度が数量的に明らかにされ、叉斯くナる

ととにより時刻或は次分儀護取。誤謬もEに検出され好使なりと考へる。

叉二以上の天誼観測の場合、との修正により同一時刻に同一場所に於げる離測値が得られ、従って

精度の高き位置の線が得られる故決定路位も亦良好なる1肴度を保有するもρ と考へられる。

以上修正胞の計算を悉く園表に依りたるは親illU間隙が小なる時茸くべき範園が非常に小である故修

正に必要にして且つ十分なる程度の精度は十分保持出来るものと考へ叉他D一つは煩雑の努を可及的

魅滅するためである.

Table 1. 

C T. obs. alt 

lOh Ism 30. I 29' 211 
lOh 16同 008 I 2':1' 16' 
IOh 16m 30. I 29' 12' 
lOh 17m 00旬 29' 06' 
lOh 17川 308 I 2少∞'

29・21':

29、16'I 

29' 12' 

29' 6' 

Table 2. 

cosl. sinつrJii
によるムa

ムtによる I~Lによる

o 0 

4.19 0/1 

9'8 0/2 

14.'7 0-'3 

19/6 0/5 

O 

O 

O 

。
O 

次に一例をあげ他の整理法と比較して見たいと}il!、ふ。

5月14日 Capel1n.を連測し次の結果を得たり。
1 340 2U'N 

但し10
h
15
JU 
30
8に於ける推測位置は i1340 00〆E

天間方位は S52
0

W、本舶の針路 N80官、速力18節とす。

(1) 本法による法

陥時観測によるf症を 10b15m 30~ なる時刻に引直せば第 2 衰の

如くである。

(2) 蜜験式 graphによる法

修正信 調立費童文と従属費教との聞の闘係を翻測の結果

から求め、それを x，Y D座標を以て闘示すれ，ば

2ダ 21' 観測回数と同じ致。貼が得られ、それ等の賠を滑

29' 21ノ らかな曲線で倭績すればよいDでるるが翻測誤差

29' 22' のために、とれ，等のE誌は臨して極々に分散するも

29' 21' のであるからたピ漫然とは滑らかな曲線を得ると

29' 20'1 
I nlE?-Sn 

1・29'21'0 
とは望み得ない。翻iP'IJの誤差を泊すためにそれ，等

の鮪の聞を縫って平均曲線なるものを引くのでる

るがそれJも無数の形に引き得るので何れ，が正しい

曲紘であるかピ明確で‘なく殊に親ilI'l回数の少い場合には不明確さが茜しい。そこで千均曲線主主るもの

L大題。形を推定して;直営な方程式を偲定す。本題の場合、時間の経過による高度の饗化の方程式は

代童文画数型なるとと容易に考へられ、而も時々直線炊の排列若しくはこ共の描初線排列を友す乙との

見営はたやすくつくので、その貫験式並びに graphを葺いて見る。先づ仮定された代数式を a=n..+n七

とし:夫々 のn.， t を代入した5制の方程式より8.0，n を求むるととによりn.;=却。孟1.'B-10.3't(tv 

草位は分〉なる質験式を得 t=o即ち C.'Lが 10b15m 30"なるときの alt.はお。21.'13とたるωt

叉 a=n.o+凶 +mt2なる代数式を仮定し、 n.，21， 111を求むるととにより a =29'21.'0 -8.勺もーがなる

質胎式を得，之等を gr'l'l'h に葺いて見ると ~ßl慣tJの様になる ω 斯く方程式を仮定するととによ :þ 宮殿

一ー(52)ー



式が得られ従って graphが脅かれ，る需である。依つ℃との質

験式或は graph により J 天龍の連測値は義理され二以上の天

位。隔時翻測は同時観測に引直され，る。乙の方法に於て容易に

平均曲線が引き得:tt.ぱ極めて簡単な整理法と言仏得るも何しろ

無数に引きうるもの L中Eしきーを揮ぶととは困難にして、そ

れではと一々賓験式を作成しτ居ったのでは正に過重と言はざ
るをf尋ない。
(31 最小自来、法に依る麗理

先づ時聞の経過と高度の費化を直線式と仮定し 3=九十Aもに

離測によって得られたる夫kの値を代入し、そv5佃の観測方

程式を虚理して見ると n:= 29021.' 4-10.' 4t を得る。ヨたに二次

弛牧線式を仮定Lて鹿理すると a:::; 29020.'8-8.'1七-1.'lt2を得

るaとLに各観測値は同等に確らしい即ち荷重を 1として取扱

った.而して此C方法も亦島理手績頃雑にして海上観測の整理

法と Lては賓用に遠い感がある。

以上一般の場合の連測値の整理法及び二以上の天樫の僅小な

る間際を有する隔時翻測の同時観測への引直法を比較し、その

内最も簡便一良好たるは~(1)法であるというととが云ひ得る。叉

~ (1)法に於て ~dl， dL; cosAdl;巴os1.sinA. dhの算出は計算闘表
を利用するのが簡単にして賞用的であると考へる。

ろだにその圃表を掲げて置く。
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